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―要 約― 

○ インターチェンジ（以下、ＩＣ）を毎日乗り降りする車両台数（以下、交通量）

について、群馬県内の 25 か所を比較すると、2024 年度は、前橋ＩＣが最も多く

2 万台を超え、次いで太田桐生ＩＣ、高崎ＩＣ、館林ＩＣの順となった。 

○ 2024 年度と 2014 年度を比較すると、設置からの期間が比較的短いスマートイン

ターチェンジ（以下、ＳＩＣ）の交通量が増加している一方、多くのＩＣでは減

少していた。県内全体の交通量も、10 年間で 0.5％減少している。 

○ 交通量に及ぼすコロナ禍の影響を計測するため、2020 年度と 2018 年度を比較す

ると、減少幅が最も大きかったのが富岡ＩＣで、次いで観光地に近い水上ＩＣ、

碓氷軽井沢ＩＣであった。コロナ後は、すべてのＩＣで交通量は増加しているも

のの、2018 年度の水準まで回復していないＩＣが多い。 

○ 繁閑月が変化した沼田ＩＣ、世界遺産登録で利用者が増えた富岡ＩＣ、ここ数年

増加が著しい駒寄ＳＩＣなど、交通量の変化から地域経済の動向がうかがえる。 

○ ＩＣ間を走行する車両台数（以下、区間交通量）をみると、関越自動車道の上里

ＳＩＣ（埼玉県）と藤岡ＪＣＴ間が県内で最も多く、同水上ＩＣから湯沢ＩＣ（新

潟県）間が最少であった。県内を通過する高速道路は、東京方面から離れるにつ

れて区間交通量が減少する傾向がみられる。 

調査のポイント 

 群馬県内を通過する高速道路の交通量に着目して、県内の地域経済・産業の特性・特

徴を考察してみた。 


